ベイジアンネットワークを用いたリスク評価の試み
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【目的】医療の安全に対する社会の関心は年々高まっており、今後、医療安全をより推進するためには、医療安全体制の構築においてリスク評価の導入が不可欠である。医療事故はReasonのスイスチーズモデルで示されるように、いくつかの要因が偶然に重なったときに起こるといわれる。これは複数の要因が同時に発生したときに生じる条件付確立モデルのひとつとして捉えることができる。一方、ベイジアンネットワークは不確実性を含む事象の予測や合理的な意志決定、障害診断などに利用できる条件付確立を用いた確立モデルの一種で近年、様々な分野で導入されつつある。そこで今回は過去にリスク評価を行った某歯科大学附属病院のインシデントレポート、某小学校における齲蝕リスク評価の結果をもとにベイジアンネットワークのモデル作成を試み、医療に関するリスク評価に応用が可能かどうかを検討した。
【方法】歯科大学附属病院のインシデントレポートについては有害事象が起こるリスク評価を、小学校の齲蝕リスク調査では6年間で齲蝕が発生するリスク評価を各調査項目について、クロス集計、カイ二乗検定、多変量ロジスティック回帰分析などの結果を参考にベイジアンネットワークのモデル作成を試みた。統計ソフトはSPSS15.0(SPSS Inc.), BayoNet4.01(数理システム)を用いた。

【結果】インシデントレポートからは「医療従事者の年代」「性別」「職種」「発生時間」「曜日」「発生場所」などの要因からなるモデルを作成した。予測率は条件が「研修医」「20代」「週の前半」のときに最大で44.0％、また「コメディカル」「30代」「週の前半」のときに最小で2.4%であった。小学生の齲蝕リスク調査については6年間に齲蝕が発生するリスクを「S .mutans菌数」、「お菓子を食べる回数」、「ジュースを飲む回数」、「乳歯齲蝕経験歯数」の要因からなるモデルを作成した。予測率は最大で39.6％、最小で11.5%であった。
【考察】今回使用したベイジアンネットワークのソフトにはいくつかのアルゴリズムを用いたモデル探索機能が含まれるが、この機能で作成したモデルは元データとの適合が得られなかった。従って過去の研究から確立された再現性のあるモデルやクロス集計、多変量ロジスティック回帰分析の結果、前後関係を考慮しながら、慎重にネットワークを構築していく必要がある。その場合、リスク要因数が多いケースではモデルの構築が困難であると言える。しかし再現性のあるモデルが得られた場合にはリスク改善のための教材としてシミュレーションなどに利用できる可能性がある。
